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代表質問（礎） 訪問看護ステーション設置について（公立能登総合病院） 佐藤 喜典議員荒川 一義議員
佐
藤
議
員　

世
界
農
業
遺
産
の
能
登
の
里
山
里

海
で
も
あ
る
豊
か
な
水
産
資
源
を
守
る
う
え
で

も
山
林
の
伐
採
は
必
要
。鳥
獣
被
害
を
減
少
さ
せ

る
意
味
で
も
、
今
後
の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

不
嶋
市
長　

間
伐
に
よ
っ
て
森
を
守
る
こ
と
は
、

豊
か
な
海
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
、
鳥
獣
被
害
防

止
に
も
有
効
で
あ
る
。平
成
22
〜
26
年
で
市
内
約

３
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
間
伐
を
実
施
。今
後

も
森
林
組
合
や
山
林
所
有
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
間
伐
を
実
施
し
、山
林
保
全
に
努
め
る
。

佐
藤
議
員　

林
業
従
事
者
が
減
っ
て
い
る
な
か
、

近
年
若
年
層
の
従
事
者
が
増
え
て
い
る
。今
後
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。ま
た
、
七

尾
市
で
は
七
尾
産
材
を
使
っ
た
住
宅
助
成
を
実

施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

不
嶋
市
長　

県
や
森
林
組
合
と
協
働
し
て
、
間
伐

か
ら
搬
出
作
業
ま
で
効
率
的
に
実
施
で
き
る
研

修
な
ど
を
行
い
、
現
地
で
即
戦
力
に
な
る
人
材
育

成
を
行
っ
て
い
き
た
い
。現
在
、
七
尾
産
材
を

使
っ
た
住
宅
に
対
し
、
１
軒
に
つ
き
10
万
円
の
補

助
を
し
て
い
る
。七
尾
中
学
校
や
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー（
仮
）な
ど
に
も
七
尾
産
材
を
使
う
予
定
。今

後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
広
く
周
知
を
図
っ
て
、
利
用
促
進
に
繋
げ

て
い
く
。

荒
川
議
員　

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
第
４

次
経
営
改
革
シ
ナ
リ
オ
で
、
来
年
度
か
ら
新
し
い

事
業
と
し
て
※
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
た

に
設
置
す
る
計
画
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
①
こ
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に
つ
い
て
②
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
規
模
や
人
材
活
用
を
ど
う
す
る
の
か

③
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
多
機
能
化
に
つ
い
て
の
考

え
方
④
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
行
政
と
の
連
携
を
ど

う
図
る
の
か
伺
う
。

吉
村
病
院
事
業
管
理
者　

①
こ
の
地
域
で
は
、
在

宅
医
療
を
24
時
間
対
応
で
き
る
開
業
医
が
少
な

く
、
当
院
は
人
工
呼
吸
を
装
着
し
た
患
者
な
ど
を

対
象
に
、
少
人
数
の
訪
問
看
護
チ
ー
ム
で
対
応
し

て
き
た
。近
年
、高
齢
化
に
伴
い
、病
気
が
治
っ
て

も
元
の
自
宅
で
の
生
活
に
戻
れ
ず
、
新
た
に
介
護

を
必
要
と
す
る
人
も
増
え
、
退
院
後
の
支
援
体
制

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。ま
た
、
施
設
に
入

ら
ず
自
宅
で
の
生
活
を
希
望
す
る
患
者
も
多
い

た
め
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る

事
に
し
た
。②
管
理
者
１
名
、一
般
４
名
、精
神
３

名
の
看
護
師
を
配
置
し
、
１
０
０
名
程
度
の
患
者

を
想
定
。③
訪
問
看
護
師
は
現
在
の
担
当
者
の
ま

ま
で
、
が
ん
末
期
患
者
な
ど
医
療
依
存
度
の
高
い

患
者
を
主
に
診
て
い
く
方
針
。ま
た
、
一
般
と
精

神
の
訪
問
看
護
を
一
体
化
し
て
効
率
化
を
図
り
、

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
な
ど
も
同
行
し
て
、
質
の

高
い
看
護
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
く
。④
当
地
域
で

は
、
七
尾
や
中
能
登
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
が
あ
り
、
と
も
に
人
材
育
成
や
交
流
を
図

り
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

七
尾
の
林
業
を

よ
り
充
実
せ
よ
！

訪
問
看
護
で
も
質
の
高
い

看
護
ケ
ア
を
！

一般質問 地域経済対策について 石川 邦彦議員木下 敬夫議員（礎）
石
川
議
員　

高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
救
急

需
要
の
対
応
、
救
急
体
制
の
強
化
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、
七
尾

市
は
年
間
３
８
０
万
人
の
交
流
人
口
が
あ
り
、
中

で
も
和
倉
温
泉
に
は
年
間
80
万
人
も
の
宿
泊
客

が
い
る
。そ
の
和
倉
温
泉
を
含
め
石
崎
、奥
原
、田

鶴
浜
地
内
に
位
置
す
る
和
倉
分
署
と
田
鶴
浜
分

遣
所
に
は
、
救
急
車
が
１
台
も
配
置
さ
れ
て
い
な

い
。地
域
住
民
の
生
命
を
守
る
う
え
で
、
よ
り
充

実
し
た
救
急
体
制
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。今
後
の
消
防
、
救
急
体
制
の
確
立
を
図
る
た

め
に
も
常
時
１
名
体
制
の
田
鶴
浜
分
遣
所
の
あ

り
方
や
和
倉
分
署
と
の
連
携
に
つ
い
て
消
防
救

急
体
制
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
針
と
整
備
計
画
で
進
め
て
い
く

の
か
。　

不
嶋
市
長　

平
成
26
年
中
の
救
急
出
動
は
過
去

最
高
。ま
た
能
越
自
動
車
七
尾
氷
見
道
路
や
北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多

く
の
方
が
七
尾
を
訪
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、石
崎
、和
倉
、田
鶴
浜
地
区
の
消

防
救
急
体
制
を
一
体
的
な
も
の
と
し
て
確
保
し
、

そ
の
強
化
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
大
事
な

こ
と
。消
防
本
部
に
対
し
て
は
、急
増
す
る
救
急
出

動
や
道
路
の
整
備
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
消
防

救
急
体
制
を
充
実
さ
せ
、
分
署
、
分
遣
所
の
再
編

も
含
め
て
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

木
下
議
員　

七
尾
市
の
地
域
経
済
に
お
い
て
、
現

状
の
分
析
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。ま

た
、
地
域
産
業
振
興
プ
ラ
ン
に
従
い
、
持
続
可
能

な
地
域
経
済
の
実
現
に
向
け
、
産
学
官
連
携
で
観

光
、
医
療
、
食
品
加
工
の
分
野
で
の
具
現
化
に
取

り
組
む
う
え
で
の
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

不
嶋
市
長　

七
尾
商
工
会
議
所
で
は
、
３
月
の
景

気
動
向
の
見
通
し
か
ら
、
経
常
利
益
な
ど
全
て
に

お
い
て
悪
化
、
中
小
企
業
の
経
営
も
厳
し
い
状
況

と
の
見
解
。一
方
で
、
七
尾
中
能
登
の
有
効
求
人

倍
率
は
過
去
３
年
間
で
1.5
倍
前
後
を
推
移
し
な

が
ら
高
い
水
準
を
維
持
し
、
雇
用
情
勢
は
安
定
し

て
い
る
様
子
。

小
川
産
業
部
長　

昨
年
、
産
学
官
で
協
力
し
て
七

尾
市
産
業
地
域
活
性
化
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
、
域

内
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
分
科
会
を
設

け
た
。海
業
分
科
会
で
は
、能
登
島
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
、
修
学
旅
行
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
充
実

を
図
り
、さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
す
。ま
た
、地

熱
資
源
の
利
活
用
分
科
会
で
は
、
民
間
事
業
者
が

温
泉
熱
を
活
用
し
た
農
業
利
用
に
意
欲
を
み
せ
、

今
後
の
事
業
化
に
期
待
。次
年
度
以
降
も
地
域
産

業
振
興
プ
ラ
ン
の
さ
ら
な
る
具
現
化
を
目
指
す
。

木
下
議
員　

経
済
波
及
効
果
を
生
む
と
思
わ
れ

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
の
狙
い
と

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

小
川
産
業
部
長　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
消
費
喚

起
と
生
活
支
援
を
促
す
目
的
で
、
希
望
す
る
地
方

自
治
体
に
対
し
て
交
付
金
を
配
分
。こ
の
事
業
に

よ
り
、
市
内
の
消
費
が
促
さ
れ
、
域
内
で
お
金
が

回
り
、よ
り
経
済
循
環
が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

早
急
に
消
防
救
急
体
制
を

充
実
せ
よ
！

よ
り
よ
い
地
域
経
済
の

取
り
組
み
を
せ
よ
！

一般質問 交通安全対策について 杉木 勉議員高僧 弘議員（灘会）
杉
木
議
員　

今
年
は
七
尾
湾
で
獲
れ
る
ブ
リ
な

ど
は
漁
獲
量
が
少
な
く
、
漁
業
経
営
が
不
安
定

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。そ
の
一
方
で
、
鹿
渡
島

定
置
が
魚
の
鮮
度
を
長
く
す
る
神
経
締
め
技
法

や
水
産
物
を
加
工
し
て
付
加
価
値
を
付
け
た
こ

と
で
経
営
の
安
定
と
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
る
。こ

の
よ
う
に
漁
業
関
係
者
が
加
工
・
飲
食
業
者
な
ど

と
連
携
し
て
資
源
の
開
発
や
商
品
開
発
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
七
尾
市
の

水
産
業
の
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
や
支
援
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。ま
た
、
七
尾
市

産
業
振
興
プ
ラ
ン
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

と
他
産
業
の
連
携
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。　

不
嶋
市
長　

こ
れ
ま
で
の
支
援
で
、
鹿
渡
島
定
置

を
は
じ
め
、
能
登
ふ
ぐ
組
合
は
様
々
な
業
種
の
企

業
と
参
画
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
り
、
能
登
か

き
振
興
会
で
は
か
き
殻
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を

整
備
し
、
か
き
殻
の
商
品
化
に
も
取
り
組
ん
だ
り

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
新
た
な
産

業
を
創
出
す
る
。今
後
も
連
携
し
て
、
１
次
産
業

の
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
。

　

地
域
産
業
プ
ラ
ン
で
は
、
水
産
業
と
他
産
業
が

連
携
し
て
、
１
次
加
工
施
設
の
整
備
を
今
後
進
め

る
予
定
。ま
た
、
飲
食
業
と
の
情
報
の
共
有
化
も

図
っ
て
い
く
予
定
。市
と
し
て
は
、
水
産
業
と
飲

食
業
、
観
光
業
な
ど
の
他
産
業
と
連
携
を
一
層
深

め
、
水
産
関
係
者
の
所
得
向
上
や
水
産
加
工
に
よ

る
雇
用
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
む
。

産
業
間
の
連
携
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
重
要
！

積み上げた木材公立能登総合病院

七尾商工会議所

公立能登総合病院前の交差点

消防本部の消防・救急車両

1次産業（漁業）

高
僧
議
員　

能
越
自
動
車
道
七
尾
氷
見
道
路
や

国
道
１
５
９
号
線
の
バ
イ
パ
ス
の
完
成
と
と
も

に
、
の
と
里
山
海
道
へ
の
利
便
性
が
良
く
な
っ

た
。し
か
し
、
最
近
市
内
で
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。全
国
的
に
も
通
学
路
で
起
き
た
痛
ま
し

い
事
故
も
あ
る
。そ
こ
で
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。ま
た
、
公
立
能
登
総
合
病
院

の
入
り
口
周
辺
道
路
は
朝
夕
大
変
混
雑
し
て
い

る
。病
院
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
９
１
５
台
の
ほ

か
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
１
，
０
０
０
台
近
く

の
進
入
車
両
が
あ
り
、
大
変
危
険
度
が
高
い
。事

故
防
止
お
よ
び
渋
滞
解
消
の
観
点
か
ら
、
信
号
機

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

登
美
市
民
生
活
部
長　

能
越
自
動
車
道
七
尾
氷

見
道
路
の
供
用
開
始
や
北
陸
新
幹
線
開
業
な
ど

に
よ
っ
て
誘
客
効
果
が
確
実
に
高
ま
る
一
方
で
、

中
心
市
街
地
で
は
事
故
や
渋
滞
が
危
惧
さ
れ
、
交

通
安
全
対
策
は
大
変
重
要
な
課
題
。約
５
年
ご
と

に
実
施
し
て
い
る
道
路
交
通
量
調
査
で
幹
線
道

路
の
混
雑
状
況
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。そ
れ

を
踏
ま
え
、国
・
県
・
市
の
道
路
管
理
者
と
警
察
な

ど
が
連
携
を
密
に
し
て
、
交
通
安
全
対
策
の
協
議

を
し
っ
か
り
と
行
い
対
応
し
て
い
く
。ま
た
、
公

立
能
登
総
合
病
院
前
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
、

県
の
公
安
委
員
会
が
総
合
的
に
判
断
し
て
設
置

す
る
予
定
。当
市
は
、
警
察
署
に
信
号
機
設
置
の

要
望
を
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
と
道
路
管
理
者
が
協

議
し
、
県
公
安
委
員
会
へ
早
急
に
設
置
す
る
旨
を

上
申
し
た
と
聞
い
て
い
る
。な
お
、現
在
は
、交
差

点
に『
横
断
歩
道
あ
り
』『
歩
行
注
意
』の
立
て
看

板
を
設
置
し
て
、注
意
喚
起
し
て
い
る
。

市
内
の
交
通
安
全
対
策
の

充
実
を
図
れ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
福
祉
関
連 

■
公
園
整
備 

■
上
水
道
事
業

代表質問（市民クラブ）林業振興について

代表質問（等政会） 消防行政について

代表質問（灘会） 水産業の６次産業化について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
七
尾
線
の
利
用
促
進 

■
子
育
て
支
援
施
策

■
道
路
整
備

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
方
創
生 

■
地
域
医
療

■
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
産
業
の
現
状
と
今
後

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
方
創
生 

■
県
水
責
任
水
量
引
き
下
げ

■
東
京
五
輪 

■
博
物
館
基
本
計
画 

■
七
尾
城

※訪問看護ステーション…自宅で療養される患者に質の高い看護サービスを提供する訪問サービス機関

そ
の
他
の
質
問
項
目

■（
仮
称
）観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
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